
かぐらの湯新規源泉の温泉分析結果について

◆新規源泉の温泉分析結果

・泉温は、旧源泉に比べ５～６℃ほど低いが湯量は豊富。

・泉温は、37.6℃のため、「温泉」（34℃～42℃）に該当。旧源泉は高温泉（42℃以上）に分類されていた。

・泉質は旧源泉とほぼ同じ。但し、カルシウムイオンの割合が副成分となる数値を微量に下回り表記がなく

なった。ほとんど無色澄明、塩味・硫黄味でメタンを含む可燃性天然ガスの湧出あり。

・塩化物泉であるため、保温効果、循環効果がある。

・水素イオン濃度は、pH8.5以上のため、「アルカリ性」に分類。なお、pH9.0以上はツルツルとした肌ざわ

りとなり美人の湯と呼ばれることが多い。

◆今後の予定

・11月上旬を目途に長野県へ動力装置許可申請書提出

・Ｒ７．１月長野県環境審議会温泉審査部会開催予定～Ｒ７．２月許可予定

・Ｒ７．３月から動力装置設置工事を予定

・Ｒ７．７月末竣工

令和６年８月６日 平成２９年１月６日 平成１９年６月１４日 平成９年１０月２０日

泉温 ３７．６℃
（気温32℃）

４２．７℃
（気温３℃）

４２．５℃
（気温２０℃）

４３．１℃
（気温１６℃）

湧出量 ４００ L/分 １５６ L/分 ３０９ L/分 ３２１ L/分
水素ｲｵﾝ濃度 pH ９．０ pH ８．９ pH ８．８ pH ８．５

泉質
含硫黄‐ナトリウム‐
塩化物温泉（低張
性アルカリ性温泉）

含硫黄‐ナトリウ
ム・カルシウム‐塩
化物温泉（低張性ア
ルカリ性高温泉）

含硫黄‐ナトリウム・
カルシウム‐塩化物
温泉（低張性アルカ
リ性高温泉）

ナトリウム・カルシウ
ム‐塩化物温泉（ア
ルカリ性等張性高温
泉）

水位 １７８．４ｍ － － ４８８ｍ

ポンプ位置 ３５０ｍ － － ６９３ｍ
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◆源泉名及び湧出地

・源泉名：遠山郷温泉

・湧出地：飯田市南信濃和田2509番地１

◆主な効能など

神経痛、筋肉痛、関節痛、冷え性、アトピー性皮膚炎、きりきず、

病後回復期、疲労回復、健康増進 など


